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Ⅰ. 仕様書内容 

１ 調達物品及び構成内訳 

超音波画像診断装置用プローブ 一式 

 

【機器構成】 

（１）超音波診断装置用４Dプローブ  一式 

（２）超音波診断装置アップグレード  一式 

 

※搬入、調整、設置、接続（機器への接続やオンライン接続等）、付帯工事、既存機器の 

撤去及び廃棄等の全ての諸経費を含む。 

  ※当センターの電子カルテシステムへ接続する場合は、事前に情報企画室の指示のもと

実施すること。 

 

２ 技術的要件の概要 

本件調達物品に係る性能、機能及び技術等（以下「性能等」という。）の要求要件（以下

「技術的要件」という。）は以下に示すとおりである。 

以下に示す要求要件は当センターが必要とする最低限の要求要件を示している。 

 

Ⅱ 調達物品に備えるべき技術的要件 

（性能・機能に関する要件） 

１ 超音波診断装置用４Dプローブは、以下の要件を満たすこと。 

（１）当センターで設置しているの GEヘルスケア・ジャパン製超音波診断画像装置 Voluson E10 

にて使用可能であること。 

（２）２～８MHz（３段階以上の切り替え可）のイメージング周波数帯域を有すること。 

（３）プローブの素子を厚み方向に配列した Active Matrixメカニカルスイープ方式を採用して 

いること。 

（４）圧電素子にシングルクリスタルを採用していること 

 

２ 超音波画像診断装置アップグレードは、以下の要件を満たすこと。 

（１）当センターで設置している GEヘルスケア・ジャパン製超音波診断装置 Voluson E10につ 

いて、ver.18から ver.21へのアップグレードを実施すること。 

 

Ⅲ その他の要件 

１ 職員研修及び技術支援 

（１）請負者は今回契約する機器のサポートとして取扱説明を実施すること。 

（２）請負者はあらかじめ、入札機器の導入スケジュールをセンターに示した上、導入の経過・

進捗状況を適時センターに報告すること。また、請負業者のレビューにセンター職員を参

加させ適切な意見があれば参考とすること。 

（３）必要なマニュアル・教材及び手引書については、すべて日本語で記載したものを必要数提



出すること。 

（４）医療従事者が操作方法を熟知し、確実に使用が出来るまで受注者が責任を持って研修・技

術支援を行うこと。 

 

２ 設備条件 

（１）機器の設置場所は、本センターが指定する場所に設置すること。詳細はセンター職員の指

示を受けること。 

（２）入札機器導入に必要な搬入・据付・調整・接続・敷設費用・オンライン接続・付帯工事費

等の全ての諸経費は請負者の負担とするものとし、日常業務に支障がないように行うこと。 

（３）新たに電源コンセントを使用する場合や機器の更新において、現有機器と調達機器の電気

容量が異なる場合は、事前に設備管理グループへ確認し、指示があれば遵守すること。 

（４）当センターの電子カルテシステムを含む院内ネットワークやインターネットへ接続する場

合は、事前に詳細接続図などを用いた上で、情報企画室と協議し、承認を得たのち接続す

ること。 

（５）天井及び天井内に設置する機器や電源等の必要があればセンター職員の指示を受け、請負

者の負担にて取り付け、復旧すること。 

   また、搬入、据付時に建物および物品に損傷が起きた場合、請負者が責任を持って現状復

帰すること。 

 

３ アフターメンテナンス・サービス 

（１）機器導入後１年間において、通常使用における機器トラブルについては、随時無償修理対

応を行うこと。 

（２）本機種に障害が生じた場合、復旧のための迅速な対応が行えること。 

（３）障害時対応として、修理部品が用意されていること。 

（４）サービスエンジニア体制が整っていること。 

 

４ 納入期限 

  令和６年１０月３１日 

 

５ その他 

（１）入札機器のうち「医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律」

に基づく製造承認が必要な医療機器に関しては、入札時点で同法に定められている製造の

承認を得ている物品であること。 

（２）装置の運搬、据付調整及び職員研修にかかる諸費用は全て受注者の負担とし、装置の運搬、

設置及び据付調整は所定の位置に納入期限までに速やかに行うこと。 

（３）本調達物品の納品にあたり知りえた情報等の使用及び第三者への提供並びに情報等の複写

及び複製については厳に禁止する。このことは、業務終了後においても同様とする。 

（４）必要に応じて、当センター指定の様式にて、機器の仕様データ（商品名、製造番号など）

を提出すること。 

（５）当技術的要件は当センターが必要とする最低限の要求要件を示しており、応札機器の性能

等がこれを満たしていないとの判定がなされた場合には落札決定の対象から除外する。 



（６）仕様書の内容・技術的性能等について当センターから説明を求められた場合は誠実に回答

すること。 

（７）入札機器は、入札時点で製品化されていること。 

（８）納入までの間に、納入装置の仕様変更やソフトウェアのバージョンアップがあった場合に

は、当センターと協議し、最新の製品を納入すること。 

（９）本仕様書に記載のない事項は、その都度協議に基づいて決定すること。 


